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第六回河北町立小中学校整備委員会        2025.11.19 15：30～17：00 

進行：学校教育課長 

 

 

１ 開会 
（事務局） 

・（開会あいさつ、欠席者の確認） 

 

２ 教育長あいさつ 

 大変お忙しい中、お集まりいただき、ありがとうございます。 

本日は、第６回の整備委員会ということで、最終回となります。これまでにいただい

た様々なご意見を参考に、修正した基本構想・基本計画が示されています。事前に配布

しておりますので、本日は、ご意見をいただきながら最終確認する場となります。これ

まで６回にわたり、皆様に審議いただいたことに深く感謝を申し上げます。将来、子供

たちにとって、よりよい教育環境ができるよう、今後とも皆様のご支援、ご協力をお願

い申し上げます。よろしくお願いします。 

 

３ 委員長あいさつ 

 教育長からお話しいただいたとおり、最終回ということですので、本日はしっかりと

まとめていかなくてはいけないと思いますので、これまでの経緯について、私なりにま

とめてみたいと思います。 

 河北町は近隣の町村に比べて、人口は多いほうだと思います。それでも、少子化の傾

向は歯止めが利かないという中で、我々はなぜ、諮問を受けて協議をしているかという

ことです。 

 我が国の教育制度は、6・3・3制です。その制度が日本にきてからおおよそ 80 年とな

ります。この歴史の中で、最初は「6・3・3制はすごいね、いいよね」ということで日

本に取り入れたわけですけれども、義務教育段階でも小学校 6・中学校 3，小中学校で

6・3 という 2つの組み合わせがあります。その中で、子供たちの発達には、精神の発達

と身体の発達があるときに、小学校 6・中学校 3の区切りでは賄えなくなりました。中

一ギャップなど、いろいろな問題が出てきました。だから、小学校と中学校の結びつき

を、もっと緩やかにしていかなくてはならないし、小学校と中学校が連携していかなく

てはいけない。そのようなことから、小中一貫教育が、わが町には合致するのではない

かという捉え方です。 

小中一貫ならば、義務教育学校があるから、そうしたほうがよいのではないかという

話がありました。ただ、義務教育学校は少子化だからするのではない。6・3・3 制とい

うのは、共通であり、選択の余地がないのです。別の学校に行きたいときも選択がない
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のです。だから、小中一貫校と中高一貫校に複線化したのです。山形県では中高一貫校

も選択できるわけです。中学校段階で進学する。それと同様に義務教育学校も、選択で

きるということにならなくてはならないのですが、なぜかその部分は、少子化だから義

務教育学校にするという流れでやってきたのです。それはこれからの流れではないので

す。「うちの子供は小学校から小中一貫教育を受けさせたい」、「うちの子供は小学校に

行って、中学校からは中高一貫教育を受けさせたい」という、複線化を取り入れるとい

うことなら、私は本来の流れではないと捉えています。 

それなら、小学校と中学校は別の場所にあってもよいのではないかという話があり、

現在の中部小学校や南部小学校の校舎を使って統合すればよいのではないかという意見

あると聞いています。でも、それでは 1 歩、２歩と前進しないのです。少子化の流れは

どうにもならないことです。将来的には小中一貫を推進するために、１つにまとめたほ

うがよいのではないかというのが、整備委員会の考え方です。 

それでは、どこに統合小学校を持っていくかといったときに、今回、整備委員会で皆

様に検討していただいた結果、河北中学校が一番よいのではないかというところに行き

ついたという流れの中で、今日で６回目の整備委員会ということで、最終回ですので、

その流れを踏まえながら、基本構想・基本計画がこれでよいかということです。骨子を

揺らさないで、細部にわたって、もう少しこうしたほうがよいのではないかという、ご

意見等をいただきながら、本日は進めていただければと思っているところです。 

若干長くなりましたが、私の考えも含めてあいさつといたします。今日は、よろしく

お願いします。 

 

４ 協議 

（１）基本構想・基本計画（素案）について 

(委員長から) 

・今日の協議は、その他を含めて 2 つ、基本的には、先ほど申し上げた基本構想・基本

計画（素案）について、ご意見をうかがいたいと思います。 

 

 (事務局) 

資料 No.1 河北町立小中学校基本構想・基本計画（素案）についての概要説明 

 

(委員長から) 

・説明いただいた内容ですが、事前に配布いただいておりますので、目を通してこられ

たかと思います。今日は最終回ですので、皆様の声をできるだけ多く反映させた上で、

最終的なものにしていくという意図もありますので、今日は全員からご意見をいただ

ければと思っております。特に１章 P10 の小中一貫型小学校・小中学校という内容に

ついては、基本的なものとして捉え、これを前提として、５章から７章あたりで、こ
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れはもっとこうすべきだとか、疑問点などがありましたら、ご意見をいただきたいと

思います。 

(委員から) 

・事前に資料送付いただきましたので、ある程度読み込んでまいりました。前回の会議

の内容が非常に色濃く反映されていて、私の個人的な意見も吸い上げていただいたこ

と、非常にありがたく思っております。前回提示されたものから、ブラッシュアップ

されて、子供たちの交流が促進されるとイメージしやすい基本コンセプトで、私は大

賛成だと思って読ませていただきました。その中で前回言いそびれたことがあって、

P100の維持管理・更新性というところに関わってくるところ。多雪地域であることは、

その通りだと思います。最近の豪雪による校舎への被害や子供・来校者等の怪我への

配慮等、学校には様々な配慮するべきことが出てきている中で、あれだけ大きな校地

で、正門からエントランスまでの除雪作業を考えたときに。アスファルト等を含め、

特別な舗装の道路を考えていると思いますが、今はいろいろなところで融雪設備が導

入されてきていると思います。除雪にかかる人件費や燃料費を算出したときに、融雪

設備を導入したときと比べるとどうなるのであろうかと考えます。それから、将来的

なメンテナンスについては個人ではわからないのでプロにお任せしたいと思いますが、

予算的に校地内に融雪設備を導入することが現実的かどうか、費用対効果といったと

きにどうなるか、意見として申し上げました。よろしくお願いします。 

(計画支援) 

 ・今回の基本計画においては、積雪、除排雪への対策を具体的に決定するところまでき

ていないと考えています。いただいたご意見は重要な内容ですので、設計段階にしっ

かり議論されるように、課題を含めた文章を計画目標に加えさせていただきます。 

(委員長から) 

 ・維持管理を含めて設計との絡みもあると思いますので、反映できるようによろしくお

願いしたいと思います。 

(委員から) 

 ・P6 の洪水に関するハザードマップについて、避難所の位置が変更になるという説明を

受けているのですが、この図で良いのですか。 

(事務局) 

 ・おっしゃる通りに、今月、ハザードマップが更新されておりますが、学校整備委員会

の検討にあたっては、更新前の図で検討させていただいたので、図には令和７年７月

時点であることを示し、更新前の図を示しています。ハザードマップは、学校の建設

場所を検討するために用いたものであり、今回の変更点は場所を選定するという意味

で影響がなかったと考えており、あえて検討した時点の図を載せさせていただいたと

いうことで、ご理解をお願いしたいと思います。 

(委員から) 
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 ・計画に、防災倉庫という部分があると思いますが、避難人数なども関係してくると思

いますけれども、大丈夫なのでしょうか。 

(事務局) 

 ・避難場所や人数等も変わるかもしれませんが、今回の基本構想・基本計画ではなく、

別途、防災計画のほうで議論していく内容と考えています。 

(委員長から) 

 ・防災計画の中で議論していく内容になるため、基本構想・基本計画の P6、P7 につい

ては整備委員会として建設場所を検討した時点の図とし、別途防災計画の視点からし

っかりと検討・対応していきたいというお答えだと思います。よろしいでしょうか。 

(委員から) 

 ・P10 の小学校、中学校の整備というところですけれども、小中一貫校のメリット・デ

メリットということで、中間報告にはなかったことがあります。このデメリットとい

うところで、通学距離の増加とありますが、学校統合して小学校を一つにして、中学

校の場所に建てるということは、義務教育学校、小中一貫校のいずれでもデメリット

となるので、小中一貫校のデメリットとして捉えるのはどうかと思いました。 

 ・義務教育９年間の教育課程となる義務教育学校としたときに、学校統合による精神的

な負担ということになっているのですが、小中一貫でも一つの学校になるような捉え

方をしたので、このような表現でよかったのかどうか。ただ基本計画をまとめる上で、

こういう表現、書き方になるということであればそれでもよいと思うのですけれども、

少し疑問に思ったところでしたので、確認のため、お話しさせていただきました。 

(事務局) 

 ・事務局のほうで文言の整理をさせていただきたいと思います。距離については、今よ

りも遠くなるのは当然であり、その上で町の中心的な場所を選んだという認識でござ

います。 

 ・２点目について、小学校 6 つを 1 つにした場合でも統合なので、義務教育学校とした

理由の表現としてはふさわしくないようにも思われますので、事務局のほうで検討さ

せていただければと思います。 

(委員長から) 

 ・よろしいでしょうか。微妙な表現でニュアンスが変わってくるということは確かにあ

ります。例えば、今までも書いてありましたけれども、河北町としてみると、中心地

にある河北中学校とすることによって、距離の平等感が得られるということも一つの

メリットであり、遠くなることもあるのだけれども、そのあたりについて、もう少し

わかりやすく表現する必要があるという感じがいたします。ありがとうございました。

他にございますか。他になければ、全員から自分のお立場を踏まえて、保護者の方は

保護者なりに、地域の方は地域の方なりに、これまでの感想も含めて、基本構想・基

本計画についてのご意見をおうかがいしたいと思います。 
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(委員から) 

 ・ここまで、貴重な話し合いの中に入って、いろいろ思うことがありました。皆さんの

力でよい学校ができればよいなと、思っております。話にもあったように、少子高齢

化ということももちろんありますので、やはり子供たちがいきいきとできる学校にし

ていただくということは当然なのですけれども、地域の方々のハブとして、楽しく安

全に使えて、防災的にも学校があることで、河北町の住みやすさに大きくか変わって

くるということを整備委員会に参加させていただいて感じたところでした。よい学校

ができればと思いながら、不安もあるのですけれども、私たちの子供にも関わってく

ることなので、先ほど話のあったデメリットとか、精神的なところとか、先生だけで

なく、僕たち親とか、地域の方々が協力して、みんなで支えあってよい学校にしてい

ければと思います。 

(委員から) 

 ・P93で垂直積雪量が 1.1mとなっています。万が一、大雪のときに雪を落とさなくては

いけない場合も想定して、安全に屋根に上っていけるような構造も考えておいたほう

がよいのではないかなと思いました。 

 ・この会に関してですが、去年から始まったのですよね。 

(委員長から) 

 ・整備委員会は今年からです。去年はあり方検討委員会です。 

(委員から) 

 ・去年のあり方検討委員会で、せっかく夢を語っていたものが、この会ではあまり伝わ

ってこなかったのかなと思いました。できれば、その夢とかを私たちが引き継いで、

話し合いをしていたら、もう少しスムーズに行けたのではないかというのが、私の感

想です。 

 ・概算ですが 55億円という、多くの金額がかかるということなので、子供たちのことだ

からというだけではなくて、町民の方にも納得いただいて、みんなで応援していける

ような学校にしていただけたらと思っております。 

(委員長から) 

 ・あり方検討委員会から、私はずっと関わらせてもらってきたので、私の責任でもなく

はないですね。その夢を整備委員会に持ち込めば、もっと違ったのだろうと思います

けれども、整備委員会は今後整備するということで、どちらかというと建築的な立場

に立っての話し合いに終始してしまったのかなと思います。やはり、皆さんにとって

は夢を語るということが一番なので、本当によい学校をつくる上で、どうなるかとい

うことを、これからもそれぞれの思いを持って進めていくということで反省していま

す。 

 ・積雪に関してはどうですか。設計の段階の話かとは思います。 

(計画支援) 
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 ・計画条件では、法的な積雪荷重の条件として示しています。維持管理としては、計画

目標のほうに、屋根部分の考え方として、登れるようにすることを追加させていただ

きます。 

(委員長から) 

 ・P104の予算に関してはどうですか。町民が一番聞きたいところでもあると思います。 

(事務局) 

 ・後ほど、今後の予定ということで申し上げようと考えていましたが、今後、基本構

想・基本計画案として、パブリックコメントなどもしていく予定です。 

 ・各施設に赴いて、基本構想・基本計画案を説明する機会をいただけるようであれば、

調整しながら、小中学校や幼稚園で、子供たちの保護者向けに説明をしていきたいと

思っています。 

 ・パブリックコメントの後、案がとれた後も町民説明会でもと、意見がありましたので、

より多くの方々に今後の小中学校の整備方法や中身についても、詳しく説明させてい

ただきたいと思います。広報やホームページもありますけれども、できるだけ多くの

皆さんに説明をして、ご理解をいただきたいと考えています。 

 ・その前にまずは、教育委員会や議会にも同じ内容を説明していきます。 

(委員長から) 

 ・概算の数字が出ていると、一人歩きする危険性がございます。見てみると、表の下に、

「変動する可能性があります」ではなく、「変動します」と書いてあります。「変動し

ます」というのは最低限であるということで、皆さんも認知していただければという

ことかと思います。 

(委員から) 

 ・今回の話し合いの中で、子供たちが新しい学校に行きたい、楽しいと思ってもらえる

ようなものにできあがればよいと思っています。また、それに関わるすべての方々、

保護者もですけれども、地域の方々にとっても新しい学校ができてよかったと思って

もらえるような形になれば一番よいのかなと思います。それが将来へと続くような形

になれば、なお理想なのかなと思ったところです。引き続き、事務局の方でも、計画

をまとめたりと大変かと思いますけれども、よろしくお願いしたいと思います。 

(委員から) 

 ・小学校の保護者代表として参加させてもらっております。この整備委員会で基本構

想・基本計画については、これまでの話し合いの中で出てきた内容等、しっかりまと

めていただけたと思い、うれしく思っているところではあります。 

 ・自分のところの小学校に関しては、資料にもあるのですけど、実際、入学してくる子

が少ないということで、一気に人が減ってきているというのを、ひしひしと感じてい

るところであります。実際に親たちの話を聞くと、兄弟がいるから下の子も入るかも

という話も聞いていますし、兄弟がいない子たちは、自分のところの小学校に入るか
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も悩んでいるような話も聞いたりしますので、自分のところの小学校の終わりという、

もっと早く来てしまうのかなと思っているところではありました。 

・そのような中で、令和 13年度の開校に向けて、これまで話してきたわけではあります

けれども、皆さんの立場や考え方はあるとは思うのですが、開校に向けて、どうやっ

てよい学校をつくっていくかという話し合いの中で、どうしても根本的なところから

ひっくり返すような話が出てきたりというのもあったりしたのは、残念だったと思う

ところもありました。正直、子供たちにとって、よりよい学校づくりについての時間

をもう少し作れたら、令和 13年度に向けてよい話し合いになっていくのかなと思いま

すので、これからも話し合いが続いていくと思いますが、そういった場、時間がいっ

ぱいとれるようにしていけたらよいなと思っておりますので、よろしくお願いします。 

(委員長から) 

 ・ありがとうございます。日本は法治国家で、いろいろな意味で法律上、守られていて、

やらなければいけないことがあるのですね。その中に教育の機会均等ということがあ

ります。日本国中どの子供にも、保護者は平等な教育を受けさせなければいけないで

す。今まではどちらかというと、小規模校のほうが、先生が手をかけてよい教育をし

てくれるのではないかということを言われてきて、それならそちらの方に行くべきだ

という意見があります。つまり、一つにまとめるのではなくて、小規模校をたくさん

つくったほうがよいということ。でも、小規模校をたくさんつくることが、果たして

本当に機会均等なのかということですね。何人以上の学校をつくればよいかという最

低限もないのですよね。それなら、よりよい環境をつくるためには、しっかりとした

先生方をそろえて、設備もそろえて、よい環境の中で教育をしていく。これが私たち

の町の将来あるべき姿だと、私は捉えております。そういう意味で、小学校の関係者

の皆さんは、本当に待ち望んでいるかと思いますけれども、できるだけ早く実現する

ことが必要だと思います。 

(委員から) 

 ・難しい話があまりできないので、手短に。これまで皆さんお疲れさまでした。自分の

子供だけでなく、町の子供たちみんながよりよい学習、友達づくりができるような小

学校をつくっていただければと思います。よろしくお願いします。 

(委員から) 

 ・学童保育所として参加しています。なかなか難しい話で、意見などが出せずに、とて

も心苦しかったのですけれども、大変勉強になりました。 

 ・学童保育所としましては、小学校が統合しても、まずは既存施設を使用していく方向

で 4 つの学童の意見がまとまっています。その後については、児童数や施設の老朽化

なども視野に入れて、今ある小学校を使わせていただけたらと、個人的には思ってい

ます。 

 ・また、統合に向けて 4つの学童での交流ということで、令和 13年度に向けて子供たち
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がよりスムーズに学校生活が送れるように、学童同士での交流のほうも深めていこう

と話しています。 

 ・皆さんから意見を出していただいたように、少子化が進む中ですけれども、いまの子

供たちが大人になったときに、河北町で子育てがしたいと思えるような、そのような

町になっていければと思っています。その中心となる学校教育を、教職員、保護者、

私たち地域のほうで、力をあわせて作っていけたらと思っています。 

(委員長から) 

 ・子育てするなら河北町、一人一人が力をあわせて進めていくことが必要になるという

ことを聞かせていただきました。ありがとうございます。 

(委員から) 

 ・中学校を預かる身ですので、今回の整備委員会に参加して、中学校の立場からは、す

ぐに建て替えることができなかったというのは、とても残念です。中学校の先生方か

らのゾーニングなどに関する意見が少なかったのも、それがあるかなと思ったところ

です。校舎は一番古いので、これからどのように改修しながら使い続けていくかとい

うところは、大きな課題になるかと思っています。そこについては、仕方がない部分

もあるし、受け入れなければならないという部分がございますので、小学校の新しい

教室から、いきなり古い校舎というようなことになるかもしれませんが、そこで大事

なのはやはり、教育の質ではないかなと思っています。先週、小中の交流を含めて本

校で公開研をさせていただいて、私のほうもこれからという機運が高まっているから

こそ、小中が連携して教育を進めていくというのが大事なことではないかということ

で、話をさせていただいたのですけれども、物理的に遠く、小学校が 6 つに分かれて

いるので、まだまだ小中連携の教育部分では一貫したものができていないというのは

事実ですので、これをなんとか、開校してからやるのではなくて、開校するまでに教

職員の中ですり合わせをしながら、進めていかなくてはならないと思っているところ

です。 

 ・他の市町で勤めたりしていると、河北町がどれだけ教育予算をとっているかがわかり

ます。河北町は教育にお金をかけている町です。意外とそこに住んでいるとわからな

いところですが、他町にいくとすごく感じます。住んでいると、それが当たり前にな

ってしまうのは、まずいかなというところも実はあります。河北町のそのようなとこ

ろもアピールしながら、是非よい学校ができるように、中学校の立場としては、これ

以上遅くならないようにというところがございますが、そのようなことでお話をさせ

ていただきました。ありがとうございました。 

(委員長から) 

 ・ありがとうございます。教育の質、校長先生から力強い話をいただきました。ありが

とうございます。 

(委員から) 
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 ・今年度、河北町校長会長を拝命したので、このようなワクワクする会議に複数回出席

させていただいて、さまざまな思いの発言をさせていただきました。やはり、自分事

として考えられたということが、私にとってありがたかったと思っています。今後は

2 つ楽しみがありまして、一つは統合小学校の名前がどうなるかということ、もう一

つは、統合小学校が開校するときは現職を退いていますが、地域住民の一人として気

軽にお茶を飲みに行きたい、子供たちの様子を見に行きたいと、そのようなことを楽

しみにしております。本当にありがとうございました。 

(委員から) 

 ・私は、区長会副代表として当初から参加させていただきました。皆さんからの意見を

いろいろ拝聴させていただきましたけど、当初の内容からいくと、地域、子供たちに

マッチした学校になっていくのかなと思っているところです。 

 ・福島県大熊町の学校を視察に行きましたけれども、子供たちが上下関係なく仲よくし

て、個人の意思で勉学に励んでいるということが必要なのかなと思っているところで

す。今の子供は、比較的、親もしくは先生方から抑えつけられているのかなと、私は

思っているのですけど、大熊町の子供たちを見ると、互いに連携しながら仲よく楽し

く勉強に励んでいると思うし、個人の意思も強くて、遊ぶときは遊ぶ、勉強するとき

は勉強するという形で生活している姿に感銘を受けました。河北町の小中一貫校でも、

そういった学校生活が送れるようにと思いますので、教職員をはじめ地域の皆様方か

ら協力をいただいて、素晴らしい小中一貫校にしていただければと思いますので、よ

ろしくお願いします。 

(委員長から) 

 ・地域の方々のご理解が必要になります。いくら学校がよいからといって前には進まな

い。そういう点で、大変必要な意見だと思います。地域のほうからもバックアップし

て、みんなで育っていける学校にしていけたらと思っております。ありがとうござい

ました。 

(委員から) 

 ・私は、あり方検討委員会から関わらせていただいたのですけれども、あり方検討委員

会のときは、夢をもって検討させてもらいましたけれども、ただ、将来的な人口減と

か、現実にぶつかってくると、なかなか思った通りのお金が出せないところもあるの

かと思っていて、それがようやく今日になって、この資料がまとまったということで

感無量なのです。これから、地区の方にもいろいろな説明があると思います。その段

階で、安全性を保つための施策については、少しお金がかかってもやっていくしかな

いと改めて思います。よろしくお願いします。 

(委員長から) 

 ・一番やってはいけないことは、子供の命をなくすこと。安全でなくては教育ができな

い。非常に大きな命題だと思います。ありがとうございました。 
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(委員から) 

 ・令和 6 年の 4 月から、会議に出席させていただきました。最初に感じたのが、何回か

あった地域説明会に参加する人が本当に少なかった。我々は老人の世代になっている

のですけど、我々の世代が心配するような問題ではないと思いました。なぜ、若い世

代、現役の世代が関心を示してくれないかというのが、すごく歯がゆいと感じた。結

局、私が地区の区長会の支部長として、区長会のほうで何とか出てくれというという

形で頭数をそろえたという思いがあります。そのときに出てきた人は、区長会の各区

長で、60 代から 70 代しか出てこない。これから議会のほうに説明してくと思うので

すけれど、先日も、議員さんと語る会があったとき、議員への説明は整備委員会で決

まっている内容ですよという形で逃げるような回答があったと聞いたものですから、

皆さんが一生懸命決めた内容なのだから、これを実現するためにも、逃げるような形

ではなくて、議員を説得するような説明をしていただければと思いました。 

(委員長から) 

 ・これからが、いろいろな意味で意見が出てくる。他の市町も同じなのですね。ここま

での段階では町民や市民の意見はなかなか出てこない。今までのケースではこの後か

ら問題がおきたこともありました。それぞれ立場でということでなく、本音で語り合

えるような方向性で進めていただければありがたいと思います。 

(委員から) 

 ・去年 4 月から参加しています。いろいろ話は聞いていたのですが、最初は地域の人も

学校をなくすなよ、という人が結構いました。何でかと話していくと、学校がなくな

ったら地域がおかしくなるのではないかという。でも、子供たちの現状をみれば、こ

んなに人数が少なくなって、複式学級になったらどうなっていくのか、だったら、最

初に考えなければならないのは、子供のために考えてから言わなくてはならないので

はないかと言ったら、結構みんな納得してくれて、最近はそういうことを言う人がい

なくなりました。 

 ・あと、子供が話をどこまで聞いているかわかりませんが、学校が潰されると言ってい

る。令和 13年ごろに潰されるのだと。何でそんなことを言うのか聞くと、みんな言っ

ているという。私は西里なのですけれども、学校の運営委員会で言わせていただきま

した。もっと子供にきちんと説明してはどうなのですかと言ったら、紙に書いてこう

やるとなってきます。令和 13年の 4月から新しい学校になると言ったら、子供たちが

素直に受け入れてくれたと聞いて、良かったなと思っています。 

 ・先日には公共交通の会議がありました。公共交通で、私がすごく印象的だったのは、

スクールバスを利用して地域の人も乗れないかという意見もありました。だから、い

ろいろ今から課題について、その地域の子供たちと一緒に考えるときに、やはり地域

の人の行動も一緒になってもよいのかなと、思いました。 

 ・昨日は議員と語る会がありました。逆に議員の方からどうなっているのですかと聞か
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れました。前回、見学にも行って、小中一貫校も勉強したのに活かせていないのでは

ないかと言いました。 

 ・これから、議会の一般質問はじめ、特別委員会まで説明しなくてはならないかと思い

ます。お金の問題が独り歩きしている部分も多々あって、ある議員は今までの学校の

ままでよいというような感覚のもいた。大変失礼な言い方ですけれども、もっと議会

と話し合っていただければありがたいなと思っております。今から、最終的には議会

にかけて賛成を得なければ進めないわけですので、大変でしょうけれど、よろしくお

願いしたいなと思っております。 

 ・委員長もおっしゃったように、一つのステップとして、建設費は心配ですけれども、

とにかく一歩進んで、新しい方向に進まなくてはダメかなと思っていますので、今回、

整備委員会に入らせていただいて、たくさん勉強になりました。ありがとうございま

した。 

(委員長から) 

 ・ありがとうございます。町民の方々、学校関係者、そして議員の方々は地区の代表で

すので、みんなが一つになって前に進んでいかなければ達成できないことですので、

よろしくお願いしたいと思います。 

(委員から) 

 ・最後に言うのも変なのですけれども、是非、おいしい給食のほうもよろしくお願いし

ます。私は、給食が好きで学校に行っていたみたいな子供だったので、是非よろしく

お願いします。 

(委員長から) 

 ・国のほうでも、給食費無償化など検討しています。それに上乗せして町のほうでやっ

ていくことで、より良い、他にない給食が提供されるかもしれないということかと思

います。 

(教育長から) 

 ・大変、力強いお言葉をいただき、ありがとうございます。今の段階では、中学校の敷

地に段階的整備として、まずは小学校を建設するという方向であります。我々が目指

している小中一貫の教育は、その時点でも成り立ちます。先日、河北中学校で音楽コ

ンクールが行われました。先ほど校長先生からもありましたように、中学校で授業公

開をしておりました。音楽コンクールは敷地内に小学校があれば、先輩の中学生の音

楽コンクールを見に行きましょうといえば、いつでもすぐに模範が見られる。授業公

開についても、授業が終わったあとの研修会（事後研）では、小中学校の先生方が 1

グループ 30人くらいいて、一つの授業について小中学校の先生方語り合う、それがや

はり、理想の姿だということをつくづく感じたと思います。これまでたくさんの会議

で、皆さんの知恵をいただいて、我々が目指そうとしている学校像を是非、実現した

いものだと思いました。これから様々な場所での説明や膨大な資金などの課題もあり
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ますけれども、当局と相談しながら是非、子供にとってよい教育環境を実現していき

たいと思っているところであります。長い間、皆様からいろいろとご支援いただきま

したこと、深く感謝申し上げます。今後ともよろしくお願いします。 

(委員長から) 

 ・基本構想・基本計画等について皆様からご意見をいただきました。前向きな形で進め

ていかなければいけない、我々も委員としてバックアップしていきたいと思っていま

す。本当に貴重な資料も出していただきました。ありがとうございました。 

 ・「村を捨てる教育ではなく、村に戻る教育をしていかなくてはいけない」と言われた

先人があります。河北町には交通インフラも少ない。いろいろな意味でどんどん人口

減少している中で、この街を捨てる教育をしていないかという、学校だけでなく、親

も地域も、地域に戻る教育を本当にしているのだろうか、ということを常に私は気に

かけているところでございます。 

 ・今回、皆様からいただいた意見をもとに、新しい小学校、中学校、これが河北町に戻

る教育という教育をしていきたい。そういう視点で進めていく必要があると感じてい

ます。 

 

５ その他 

(事務局) 

 ・今後のスケジュール説明 

 

(委員から) 

 ・聞かれることが多いので、詳細なスケジュールを、紙ベースで配布してほしい。 

(事務局) 

 ・スケジュールを示せるものを区長会長へお渡しする。 

 

６ 閉会 


